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焼津市の教育が目指している姿焼津市の教育が目指している姿１１取り組み取り組み
教育の ｢ 今 ｣

　子どもたちが、これからの時代を生き抜き、輝いていく
ためには、自分自身を知り、世の中の多くのことに興味や
関心を持って積極的に挑戦する姿勢が大切です。そして、
その挑戦の過程で生じる困難やつまずき・失敗がとても大
切な経験となります。目の前の壁に自らの力で立ち向かう
経験があってこそ、真の強さや優しさを身に付け、人から
愛され信頼される愛

いと

しい人へと成長していきます。
　そのため、市では、｢焼津市教育大綱｣を制定し、子ど
もたちが「優しく、強く、愛

いと

しい人」になることを目指し
ています。
　全国的に見ても手厚く充実した本市の組織体制（右図）
が、子ども、家庭、学校を支え、理念の実現につながって
います。

　新学習指導要領 （令和２年度～） では、 「より良い学校教育を通じてより良い社会を創る」 という理念を学校と社会が共有し、 連携 ・ 協働しながら

子どもたちを育む 「社会に開かれた教育課程」 の実現を重視しています。 市では、 地域の皆さんと一緒に学校をつくり、 子どもを育てています。
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焼津市教育委員会の組織体制

地域の人と一緒につくる学校地域の人と一緒につくる学校

コミュニテコミュニティィ・・スクールが発足スクールが発足

２２取り組み取り組み
教育の ｢ 今 ｣

　市では、令和５年度から全中学校区で「コミュニティ・
スクール（以下、C・S）」がスタートしています。
　C・Sは、保護者や地域の皆さんが学校運営に参画し、
より良い教育を行うことを目的としています。地元のお
祭りや海岸清掃を地域の皆さんと一緒に行うなど、学校
の外に飛び出して豊かな学習が行われています。子ども
たちの姿に大人も元気をもらう、そんな｢好循環｣が生
まれています。

参加者の参加者の声声 参加者の参加者の声声
平
ひ ら

井
い

正
ま さ

也
や

さん
堀
ほ り

江
え

優
ゆ う

太
た

さん（小川中３年）

東益津地区C・Sディ
レクター
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　地域は『楽
がっ

校
こう

』です。生きがいを

求める大人と共に、地
域の自然や歴

史や文化に触れ合いな
がら、楽しく

遊び、豊かに学び、地
域が大好きな

子に育ってほしい。そ
して、子ども

たちと共に、地域の皆
さんにも、地

域で活躍し役立つ喜び
を味わってほ

しいと願っています。

　ボート体験や釣り、
船の見学

など、３年間のさまざ
まな活動

を通して、焼津の水産
系の魅力

を自分も発信したいと
思うよう

になりました。

　いろんな学校に友だ
ちが

できることも地域クラ
ブ活

動の良さだと感じてい
ます。

～優しく、強く、愛
い と

しい人の育成を目指して～

心心にに灯灯をともすをともす教教育育をを
ひひ

　市では、 焼津市の未来を支える子どもたちのために、 手厚い教育環境を整えて、 一人一人の子どもの 「心に灯をともす教育」 を実践しています。

　現在は小学校１年生からパソコンを活用した授業を行ったり、 教室や特別教室にエアコンが設置されたり、 多様な役割を持った人が学校の教育活

動で子どもたちへの支援をしたりと、 社会の変化に伴い学校の姿も変わってきています。 焼津市の教育の 『今』 をお知らせします。

問合先　学校教育課　K625-8160

地域の力が学校の力につながる

焼津ならでは焼津ならではのの｢｢地域クラブ活地域クラブ活動動｣｣

　市内中学校の部活動は、各中学校の枠を
超え、地域の皆さんから指導を受ける｢地域
クラブ活動｣に段階的に移行しています。
　これにより、海や水産について学ぶ｢やい
づ海洋クラブ ｣など、従来の部活動種目に
はない、焼津ならではのクラブ活動が生ま
れるなど、子どもたちの多種多様なニーズに
応える体制づくりが進んでいます。

学校部活動からの移行

やいづ海洋クラブやいづ海洋クラブやいづ海洋クラブ
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学校や家庭の教育力向上のための指導 ・ 支援
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子どもを大切にして、成長を支える学校子どもを大切にして、成長を支える学校３３取り組み取り組み
教育の ｢ 今 ｣

　市では、 「子どもの学習支援」 「全ての子どもたちの学び」 「安心 ・ 安全 ・ 快適な学校環境」 の３つのことを大切にし、 さまざまな取り組みを

実施しています。 ここでは、 市の代表的な取り組みを紹介します。
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■思いがあふれ、対話する子どもたち
　５年２組の４時間目は算数の授業です。子ども
たちは、生

い く

田
た

先生が狙ったとおり、「どうしてだ
ろう？」と自ら強い問題意識を持ち、生田先生が
用意した資料などを参考に自分で方法を決めて一
生懸命考えます。考えが固まってくると周りの子
に声を掛け始め、自然な話し合いが始まります。
　「何でそうなるの？」「私の考えは ｣ …
　質問に答える子は、相手が分かるように図を指
し示したり、言葉を変えたりして説明を重ねます。

「解決したい」とか、「自分の考えを伝えたい」な

どといった子どもたちの思いがあふれ、自然な対
話が生まれます。生田先生は、子どもの自主性を
重んじて黙って聞いていたり、積極的に発言でき
ない子の背中を押してあげたりと、子どもに合わ
せて的確なフォローをしていきます。
■子どもの心に灯をともす
　この５年２組では、子ども同士が聞いては考え、
話しては考えを繰り返して学びが深まっていきま
す。生田先生は、子どもたちの心に灯をともし、
場や環境を整えて、子どもたちが真剣に心から楽
しめる授業をつくろうと努めているのです。

　市内小学校の、あるクラスの様子です。
心に灯をともす教育現場を見てみましょう。

子どもが真剣に楽しむ授業

　各校の授業でパソコンを積極的に活用しています。
今年度の全国調査で「授業でほぼ毎日パソコンを使
用」と回答した子どもが、小学校では 50.0%（全
国平均 25.3%）、中学校では 58.9%（全国平均
31.0%）と、全国平均のほぼ２倍でした。

パソコン活用率が全国２倍
子どもたちの情報活用能力を伸ばす指導

　算数が難しくなってくる小学３年生を対象に、放
課後学習支援「ステップアップ教室」を全校で実施
し、一人一人のつまずきに丁寧に対応しています。
　また、小学６年生と中学１年生には、夏休み期間
中に「サマーステップアップ教室」を行っています。

きめ細やかな学習支援
一人一人に寄り添う丁寧な指導

　小学校では、多くの ｢ 低学年サポーター ｣ を教室
に配置し、学校生活の基盤となる低学年でのきめ細
やかな学習支援を実施しています。
　また、特別支援学級や小学３年生以上の教室にも
支援員を配置しています。

低学年サポーターが充実
低学年から学習を支援

　英語アシスタントティーチャー（ALT）が、小学
校では全ての英語の授業に入り、中学校でも英語の
学習をサポートしています。早い段階から本物の英
語に直接触れることで、子どもたちが英語や外国の
文化に興味を持てる環境を整えています。

英語学習をサポート
英語アシスタントティーチャー（ALT）が充実

　外国につながる児童と保護者を対象に、小学校入
学前に ｢ プレスクール ｣ を開催し、日本の学校生活
を体験する機会を設けています。
　その他、学校への支援員の派遣など、さまざまな
支援をしています。

外国につながる子への支援
日本語習得や学習・生活への支援

　全ての普通・特別教室にエアコンの設置が完了し
ており、１年を通じて快適に学習できます。全小中学校
の体育館へのエアコン配備も順次進めています。
　全小中学校の校舎トイレ洋式化は、令和７年度末
までに完了します。

エアコン設置・トイレ洋式化
学習に集中できる環境づくり

　子どもたちを熱中症から守るため、全小中学校の
校庭などへのミストシャワーの設置をはじめ、ラン
ドセルに取り付ける冷却パッドや首に巻くクールタ
オルの配布など、子どもたちの健康を守る取り組み
を積極的に行っています。

猛暑から子どもを守る
ミストシャワー設置・冷却パッド配布など

　全小中学校に「心の教室（校内教育支援センター）」
を設置しています。
　また、焼津、大井川に続き、東益津にも「チャレ
ンジ教室」を新設し、多様な学び方や安心できる居
場所づくりに力を入れています。

安心して学べる居場所
｢心の教室｣・「チャレンジ教室」の設置

　パソコンで使用できるＡＩドリルを、一人一台ず
つ全小中学校に導入しています。児童生徒の理解度
や習熟度に応じた学習の実現につながっています。
　学年をさかのぼったり、飛び越したりすることも
可能で、個別の予習・復習に対応しています。

ＡＩドリルの活用
個別最適な学びを支える
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